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な が ら 剖 在 時 間 を 長く し , 午後 , 次 第 に 羽化 個体 が 減少 する と より 飛翔 活動 を 活発 に し て , 1 ヵ所 の 食 草 で 
の 滞在 時 間 を 短く し , より 広い 範囲 に わた る 探索 活動 を 行う と いう 配偶 戦略 を と っ て いる こと が 考え られ 
た . また , フタ スジ チョ ウ と 比較 し て , ホシ ミス ジ の 方 が 高温 に ょ る 障害 が 少な く , より 暖地 帯 へ 適応 で き 
る こと が 推測 され た . ( 注 : ホシ ミス ジ の 午前 中 の 静止 行動 は , 他 個体 と の 間 で 問 置 き が な され な いこ と か 
ら , テリ トリ ー 行 動 で は な い .) 





7. 屋久 島 産 ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 生態 的 知見 と 地理 的 変異 高橋 真弓 

1990 年 7 月, 鹿児島 県 屋久 島 の 投石 岳 付 近 <1700~1830 メー トル ) で 行っ た 生態 観察 と 母 蝶 か ら 得 た 卵 
の 飼育 結果 , お よび 成虫 , 卵 , 幼虫 に 関す る 地理 的 変異 に つい て 報告 する . 

生息 地 の 範 囲 は 尾根 上 に 発達 する ヤク シマ ダケ の 群落 と は ほぼ 一 致す る . 

この 地域 で は 春 型 の み 年 一 回 発生 し , 羽化 の 全盛 期 は 7 月 中 旬 , 産卵 期 は 7 月 下旬 ご ろ と 推定 され る . 成 
虫 は 日 中 か ら 夕 方 に た にかけて 活発 に 活動 し , ? は 緑 葉 上 に と まっ て な わ ば り を つく る ,. その 場合 , 一 度 飛び 立 
つと 元 の 位置 に 戻ら ず , 他 の 場所 に 移動 する こと が 多い . 産卵 は 確認 し て いな い が , この 地域 の 主要 な 食 草 
は ヤク シマ ダケ と 考え られ る 。 

人 工 採卵 は ホウ ライ チク , ハチ ク に より 可能 で あり , また 幼虫 は ハハ チク, スズ ダケ , スス キ を 与え て 飼育 
で きる . た だ し , スズ ダケ で は 発育 が 遅延 する 傾向 を 示す . 

屋久 鳥 の 高地 帯 に 発生 する 春 型 の 前 次 長 は , 雌雄 と も に 本 種 の すべ て の 個体 群 中 も っ と も 小型, 頑 形 は や 
や 横長 で あま り 細 長く な ら な い . 前 着 表 面 1 b 室 明 色 斑 中 に 黒 斑 が 現れ る 率 の 高い こと , 後 次 裏 面 の 眼 状 紋 
が 相対 的 に 大 きく , また その 明 色 環 の 幅 が 狭い こと も 本 亜 種 の 著しい 特徴 で ある . また 裏面 の 明 色 部 は 白色 
で 黄色 味 を 帯び な い . 

卵 は 房総 産 よ り も や や 大 型 だ が , 1 齢 幼虫 の 頭 幅 は 反対 に や や 小型 , 頭 部 の 暗色 横 帯 は “3 "段階 で 鉢巻 
き 状 を 示す . 2 齢 以後 の 幼虫 の 背 線 は 濃 色 で よく 発 達 する . 終 齢 は 5 齢 で 体長 35~38 mm に 達する が 他 産 
地 の も の より も 小型 , 各 節 に お いて 背 線 付近 か ら 斜 め 後 方 に 流れ る 暗色 斑 が よく 目立つ . 他 産地 の も の に 見 
られ る 体 を くね ら せ る 運動 は ほとん と 認め られ な い . 


8. 南西 諸島 産 シ ロ オ ビア ゲハ の 地理 的 変異 小池 啓一 ・ 田 村 一 利 ・ 中 島 浩 良 
南西 諸島 た は ショ オビ アゲ へ ハ へ (Papilio 7o77es L.) が 分 布 し て お り , 雌 に は 雄 型 の I 型 と さ ニ モン アゲ ハ 
に 擬態 し て いる 有 1I 型 と が 知ら れ て いる ,. II 型 の 雌 で は , 沖縄 本 島 周辺 産 の 後 次 の 白 紋 が , 先 島 諸島 産 の ゃ の 
に 比べ て 小さ いと 言わ れ て いる (川副 ・ 若 林 , 1976 : 藤岡 , 1981). 本 研究 で は , II 型 の 後 翔 の 白 紋 の 大 き 
さ の 地理 的 変異 を , 沖永良部 島 , 沖縄 本 島 , 宮古 島 , 石垣 島 , 竹富 島 , 西表 島 か ら 採集 し た 83 個体 の II 型 
の 雌 と 採卵 飼育 に よっ て 得 ら れ た 335 個体 に つい て , 後 次 面 積 に 占め る 白 紋 面積 の 比 を ん 用 いて 検討 し た . 
各 島 の 白 絞 比較 の 平均 値 を 比較 する と 沖永良部 島 , 沖縄 本 島 は 先 島 諸島 産 の も の より 小さ いこ と が わ 
か っ た . また 検定 に より 各 島 間 の 比較 を 行っ た と ころ , 沖永良部 , 沖縄 産 と 先 島 諸 島 産 と の 間 に 有 意 差 を 
認め る こと が で きた, II 型 の 擬態 の モデル で ある ベニ モン アゲ ハ の 後 次 の 白 紋 の 比率 と シロ オビ アゲ へ ハ の 
白 紋 の 比率 と を 比べ て みる と , 先 島 諸島 産 シ ョ オビ アゲ ハ と ベニ モン アゲ へ ハ と の 間 に 有 意 差 を 認め る こと 
は で き な か っ た . 

この よう に シロ オビ アゲ へ ハ の 雌 II 型 の 後 次 の 白 紋 の 変異 を 白 紋 の 比率 と し て 示す こと に よっ て , 沖縄 本 
島 以 北 と 先 島 諸島 の 間 の シロ オビ アゲ へ ハ の 地理 的 変異 を 明確 こす る こと が で きた . また , 先 島 諸島 の シロ オ 
ビア ゲハ 雌 II 型 の 変異 は 同 諸島 に 産 す る ベニ = モン アゲ へ ハ の 存在 と 関係 か ある こと が 示唆 され た . 


9. ウス バシ ロ チ ョ ウ 地 域 個体 群 の 変動 に つい て 渡辺 通 人 
分 布 を 拡大 し て き て 形成 され た と 考え られ る 山梨 県 南都 留 郡 足 和 田村 根 場 部 落 周辺 の ウス シロチョウ 
個体 群 の 変動 を 調べ る た め に , 1982 年 か ら 9 年 間 , 5 地区 で 計 43 回 に わた っ て マー キン グ 法 に よる 調査 を 
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行っ て きた . その 結果 , Ia 地区 だ け で 1491 頭 を 記録 し , 1073 頭 の の と 80 頭 の 和 ゃ た マーク する こと が で き 
た . @ の 個体 数 は 1982 年 か ら 84 年 に か け て 上 昇 し , 84 年 に ピー ク を 迎え た 後 87 年 に か け て 減少 し , 再び 
90 年 に か け て 上 昇 傾向 を 示し て いた . それ に 対し 鐘 の 個体 数 は 10 頭 以下 で 大 き な 変 化 は 見 られ な か っ た . 

ず の 分 布 は 一 部 の 地点 に 集中 する 傾向 が み ら れ , 半径 数 十 m の 個体 の 集中 部 と , それ に 準ずる 特定 の 年 に 
や や 集中 の み ら れ る 部 分 , それ に ほとん ど 見 られ な い 部 分 が か み ら れ た . Ia 地区 内 で の 再 捕獲 に よる ず の 移 
動 確認 地点 を 結ん で みる と , 先ほど の ず の 集中 部 の 問 の 移動 が 最も 多かっ た . 税 は , 食 草 の ある 地点 及び そ 
の 近く で 確認 され , 食 草 量 の 多い 地点 に 集中 する 傾向 が かみ ら れ た . これ ら 食 草 が 多く 確認 され た 地点 は , 先 
ほど 述べ た ず の 集中 部 と ほとん ど 一 致し , その 環境 は , 草本 類 を 主 と し た オー プン ・ ラ ンド が 主 で あっ た . 

Ia 地区 か ら 他 の 地区 へ の ずみ の 移動 は , 隣接 し た Ib 地 区 へ は か な り の 頻度 で 行わ れ て いた が , 尾根 を 1 つ 
越え 約 2 km 離れ た II 地区 まで 移動 が 確認 され た の は 計 6 頭 だ け で あっ た . その 他 の 約 4 km 離れ た II・IV 地 
区 まで の 移動 は 全く 確認 され な か っ た . 

以上 の と と か ら , ウス バシ ロ チ ョ ウ の ず ざ 個体 群 は , の 出現 し そう な 環境 で ある 草本 類 を 主 と し た オー プ 
ン ・ ラ ンド を 集中 部 と し て , それ ら の 間 を 移動 し て お り , 祖 の よう な 環境 が 連続 し て いる と ころ で は 1 km 
以内 の 移動 は , か な り 頻 繁 に 行わ れ て いる と 考え られ る . し か し , 距離 が 数 km を 越え る 場合 に は 移動 する 
個体 は , 非常 に 少な く な る も の と 考え られ る . 


10. チョ ウ の 種 の 多様 性 と 自然 保護 一 一 ソ連 沿海 州 で の 採集 報告 柴 谷 篤 弘 
生態 系 保全 の た め に は , 個々 の 種 の 保護 で は な く , 構成 生物 全体 の 多様 性 の 維持 ・ 創 出 を めざす べき こと 
が 合意 きれ て いる . 生態 系 の 多様 性 の 指標 と し て チョ ウゥ を 用 いる こと に つい て も , 合意 が えら れ て いる . 私 
は ほか の 4 人 の 昆虫 学者 と 1990 年 7 月 12 日 か ら 8 月 5 日 の 間 で ウス リー 地方 で チョ ウ を 採集 ・ 観 察する 
機会 を も っ た . その 整理 は まだ お わっ て いな い が , ここ で は 一 般 的 な 印象 を も ゃ も と に , ウス リー 地方 の チョ ウ 
を 概観 する . 

調査 し た 地域 は , ウス リー 地方 西南 部 , 450 m 以 下 の 低地 で , 農地 , 住宅 地 , 自然 保護 区 , 内 陸 , 奥地 , 
海岸 を ふく む , 道路 , 草地 , 疎 林 , 密林 な ど で あ る . この 地域 の チョ ウッ 相 は 北朝 鮮 や 中 国東 北 ( 旧 満 州 ) 東 
部 , ソ連 邦 ハ バー ロフ スク 地方 の も の と よく 似 て いる が , 同様 に 落葉 広葉 樹林 帯 で チョウ に も 植物 に も 共 
通 種 の 多い 日 本 の 北 半 分 と くら べ る と , た だ ち に いく つか の 差異 が 目 に つい た . まず ブナ が な く て , 極 相 は 
混合 林 に な る . チョ ウ に つい て いえ ば , 第 一 に , 熱帯 地方 (た と を ば = ニ ュー ギニア) を 思わ せる チョ ウッ の 個 
体 数 の 多 さ と , 日 本 に くら べ て の , 種類 数 の 多 さ で ある . コム ラサ キ や コ ヒ ョ ュ ウ モン , クジ ャ クチ ョ ウ な ど 
の 個体 数 の 多 さ は , 1930 年 代 の 島々 谷 を 思い 出さ せる . ヨー ロッ パ に は まだ , チョ ウ の 個体 数 の 多い と ころ 
が 残っ て いる が , タテ ハチ ョ ウゥ な ど に 著しい 減少 が み ら れ る . し か し 沿海 洲 で は ョ ヨー ロッ ズ で 絶滅 が 危 恨 さ き 
れる 種 に も , まだ 安全 な も の が 多い . 第 二 に , 日 本 と くら べ て , お な じ 分 類 群 で 種類 数 が 2 - 3 倍 に な る も 
の が 少な く な い . イチ モン ジ チ ョ ウ は , 日 本 で は 3 種 , ウス リー で は 8 種 ( ベ = ボン シイ ン モ ンジ を の ぞ く , 
うち 7 種 採集 ). ミス ツチ ョ ウッ 類 で は 日 本 産 5 種 全 部 を ふく む 10 種 を , コム ラサ キ 類 は 日 本 の 1 種 を ふく め 
て 5 種 を 採集 し た . 第 三 に , 日 本 で の 普通 種 で も , ウス リー で は 目立た な いも の が 少な く な い . われ われ は , 
少数 の コミ スジ , わずか 一 頭 の モン シロ チョ ウ を 採り , ベニ シジミ は まっ た く 見 な か っ た . 池沢 常吉 (1984) 
の ハバ ベー ロフ スク 周辺 で の 結果 も ほぼ 同様 で ある . 種 の 多様 性 が , 一 様 化 の 傾向 を お さえ る の か も し れ な 
い . 第 四 に , 一 か 所 住む チョ ウ の 種類 が 多彩 で ある . アリ と 共生 する シジミ チョ ウゥ ウ に つい て みれ ば ぱ ば, 中 国 国 
境 に 近い 地点 で , オオ ゴマ シジミ , ゴマ シジミ , ホウ ザン ゴマ ンジ ミ (hozanensis MATSUMURA, ゴマ シ ジ 
ミ と は 別種 らし い ), クロ ンジ ミ が 一 か 所 で と れ た し , 朝鮮 の 国境 に 近い 地点 で は , ゴマ シン ジミ, クロ シン ジ 
ミ , ム モ ン ア カシ ジミ が お な じ と ころ に いた . 





11. 北海 道 (苫小牧 , 美唄 お よび 禁 平 ) 地方 の 小 虐 類 に つい て 奏 良 堪 (BAg, Yang-Seop) 
演者 は 1990 年 7 月 18 日 一 28 日 に 北海 道 大 学 苦 小 牧 地方 演習 林 , 美唄 の 北海 道 林 業 試験 場 , お よび 東大 害 
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